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別紙１－２    論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨     

 がん看護面談は、がん診断を受け心理的苦痛の強い状態にある患者を心理的に支え、

がんの治療や療養生活に関する情報を提供する、継続的な看護支援である。外来での

看護相談の充実はがん診療連携拠点病院の指定要件であり、がん看護面談を評価する

がん患者指導管理料（ロ）の算定数の量的な拡大に伴い、質的な充実が求められる。

がん看護面談での心理的ケアは、看護師と患者の治療的な関係の上に成り立つコミュ

ニケーション・スキルを意図的に用いることが重要である。しかし、がん患者に看護

師が行うカウセンセリングを含むコミュニケーションで用いられるスキルの活用の実

態やその促進・阻害要因は明らかでない。そこで、以下の 2 点を本研究の目的とした。 
1）がん診断後の心理的ケアの看護師のコミュニケーション・スキル評価尺度の開発 
2）がん診断後の心理的ケアの看護師のコミュニケーション・スキルの関連要因探索 
 本研究は、予備調査（評価尺度案の作成）と本調査（信頼性・妥当性の検討、関連

要因の探索）から成る。予備調査では、文献検討、専門家 19 名のフォーカスグルー

プインタビュー、外来がん看護面談担当看護師 89 名のパイロット調査を行い、コミ

ュニケーション・スキル評価尺度案 32 項目を抽出した。本調査では、がん診療連携

拠点病院 649 施設に調査依頼し、216 施設 301 名の有効回答を得た。 
本研究の知見と意義は要約すると以下の通りである。 

1） がん診断後の心理的ケアで看護師の用いるコミュニケーション・スキル評価尺度

を開発し、十分な信頼性と妥当性を確認した。 
2） がん診断後の心理的ケアで看護師の用いるコミュニケーション・スキルは、探索、

傾聴、受容、沈黙、保証、共感に大別された。沈黙と保証が独立したスキルとし

て抽出されたことがコミュニケーション・スキルとして新規性が認められた。 
3） コミュニケーション・スキルの活用はがん看護面談体制と関連し、面談のための

時間や場所の確保が質の高いがん看護面談に資することが示唆された。 
4） コミュニケーション・スキルの活用は看護師の経験年数、専門資格、研修受講経

験と関連し、がん看護の幅広い知識と実践能力、十分な専門職としての臨床経験

が質の高いがん看護面談に資することが示唆された。 
5） がん看護面談の話題とコミュニケーション・スキルの関連から、心理支援の内容

によってより用いられるスキルの要素の示唆が得られ、看護師教育に活用できる

知見を得た。 
 本研究は、がん看護面談で用いるがん診断後の心理的ケアでのコミュケーション・

スキルに関する重要な知見を提供した。なお、本研究の主たる内容は、Journal of 
International Nursing Research 誌に掲載された。 
 
 以上の理由により、本研究は博士（看護学）の学位を授与するに相応しい価値を有

するものと評価した。 
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